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テーマ

地元病院の評判マップ

すすめかた

・地理情報システム（ＧＩＳ）の概要

・仕組み

・実際の活用例

実習

・個人の収集データの可視化

・全収集データの分析

・衛星を利用した３次元世界旅行

・まとめ



ＧＩＳって聞いたことは？

ＧＰＳは？



ＧＩＳとは

地理情報システムといいます。

（GIS：Geographic Information System）は、
地理的位置を手がかりに、位置に関する情
報を持ったデータを総合的に管理・加工

視覚的に表示、高度な分析や迅速な判断を
可能にする技術である。

http://www.gsi.go.jp/GIS/whatisgis.html





ＧＩＳの利用例として

消防指令システムの場合



地図から情報を見る



表示・検索

拡大・縮小、移動

検索場所を表示

今いる位置
を表示する



情報の共有（指令室と現場）

ＧＰＳ

質問！



情報を重ね合わせる

別々の情報を重ねて表示



GISのデータ（情報）の仕組み

地理情報データベース

基本地図

統計情報
都市情報

地域情報

消火栓情報

事故情報

火災情報

ＧＩＳ

司令室

現場に直行！
情報により救助の準備
各車両間での情報交換

活用
分析
判断

検索
分析
判断
指示

発信 受信

目的に応じて

重ねる



地図重ね合わせの実習

実習でこのような地図をつくります。



情報の分析

降雨量を解析

水害予測

位置に基づいて検索



範囲検索の実習

検索されたデータ



ＧＩＳってこんなところで使われている

• 警察や消防のシステム
• カーナビ
• エリアマーケティング
• 地図ソフト
• 天気予報
• その他の情報提供



カーナビ



警察や消防のシステム



エリアマーケティング（市場調査）



国の無料地図



天気予報



地滑り、崩落



地図ソフト



アドレスマッチング
和英辞書

E135.31.26.8N34.37.56.0

http://www.mapfan.com/index.cgi?MAP=E135.31.26.8N34.37.56.0&ZM=9



アドレスマッチングの実習

住所から

位置情報へ



地域情報１



地域情報２



地域情報３



地域情報４



統計情報１



統計情報２



ＧＩＳとＧＰＳって？

例えていうと

マウス と パソコン



マウス と パソコン

あとはこちらで位置を知らせる



ＧＰＳ と ＧＩＳ

ＧＩＳで処理受信してその場所
の位置を知らせる



ということで・・・

マウス と パソコンみたいに

ＧＰＳ と ＧＩＳは

位置情報を伝える装置 と その情報を処理する
装置



ちょっとＧＰＳについて



周回周期 約１１時間５８分（１／２恒星日）

高度約２万Ｋｍ上空を

ＧＰＳ（Global Positioning System ）

航空や船舶の航行に利用

http://www.s-
yamaga.jp/nanimono/uchu/jik

okutokoyomi-01.htm















全国で１２２４基設置されている

１秒毎に衛星から受信している

国土地理院で解析

目的は地殻変動をリアルタイムで監視

これを他に利用できないか？

電子基準点

ここで質
問！



近未来の応用

２００８年以降，世界で衛星が５０以上に

これらを踏まえ

身近なものではカーナビ、携帯電話、Ｉ
Ｃタグ、コミニュティサービス、都市計画、
建築、教育、地域社会の変遷、防災、
人命救助、防犯、物流、観光、動態管
理、自然保護、生態系、地球環境

みんなの興味は？

その他、多くの分野での利活用が
期待されている



それでは実習にしましょう



事前に収集したデータ
「地元で信頼のある病院」

自分だけの地図を作るために、事前に感心のある情報を収集してもらっています。

• ワークシートの作成
–収集する情報の種類を決める
–その情報を自分で探し、その住所を調べる
–その情報にランクを付ける
–可能であれば、その情報の写真を付ける
–収集した情報をワークシートに入力する

• このデータを使って実習で地図を作成します。



実習は西端先生です

宜しくお願いします



西端憲治

NPO法人GIS総合研究所会員（理事）

普段は、大阪府富田林市で、地理情報シス
テムに関するデータ作成やシステム開発を
行う会社を経営しています。

本日は、普段の仕事で得た経験が、みなさ
んの勉強のお役に立つようNPO活動として
実習の講師をさせていただきます。



実 習

実習① 地図の重ね合わせ

実習② アドレスマッチング



画面

地図と表の連携・色分け



日本地図を重ね合わせて

日本地図年間平均気温

色分け



アドレスマッチングの実習

住所から

位置情報へ

分析・分布・範囲検索



実習スタート

実習① 地図の重ね合わせ

実習② アドレスマッチング



実 習

実習① 地図の重ね合わせ
データの取り込み方
平均気温別の色分け

実習② アドレスマッチング
地元で信頼のある病院の調査

地図で分析や分布を見る



実習まとめ

• 学校では、生徒みんなで活動すると、
とても有意義なデータが収集できる。

• 収集するテーマとデータ項目が大事。

なぜ「地元で信頼のある病院」にしたのか

調べた「信頼度」をどのように表現するのか

• 今後も楽しく、自分だけの地図をつくろう。

「学校みんなでつくる地図」

「クラスみんなでつくる地図」

「クラブ活動でつくる地図」など



実習まとめ

• 「紙の地図」→「データの地図」
問題を見つけたり、解決したり、意思を決定したり

することが素早くできる。

• 「データの地図」
データの収集：ひとりよりみんなで

地図づくり：地理情報システム

また、このような学習をする機会があれば、

きょう実習したことがお役に立てれば幸いです。



つぎは、国司先生です

よろしくお願いします



まとめ

• データは蓄積することが大切！

• 情報を集める（集まる）工夫をしよう

• 『どこでも、いつでも』収集しよう!!
• 自分だけではなく、みんなで活用

• 自分だけの地図を楽しく作ろう。


